


■■.J･-j･･I’..･.･

〃ﾐ¬¥●.り

a.I・

　－･I･･●
t

一
一

一
　
　
゜
ｃ
・
ヤ
な
宍
営
蓼
蔵
独
磨
脊

・
ふ
前
斗
言
土
石
９
亙
う
士
ｏ

こ

こ
苔
侃
踊
腿
松
？
瓦
強
ａ

こ

溜
９
片
弓
洲
法
器
可
コ
．
こ
采

　
コ
認
苦
吟
一
戦
ｃ
百
ぷ
恕
昌
江
融
四

　
目
衿
芒
曹
祠
涵
鴎
ぞ
一
俵
尽
９
垂
紐

　
蓼
原
図
ズ
　
ど
ぐ
に
悟
吊
目
函
阪

大
一

二
で
祠
膏
¨
ざ
諮
瓢
弥
昌
雍
～

こ

昂
祠
他
イ
轡
図
巡
新
９
砿
引

日
竺
俸
弛
妥
年
玉
尽
ｑ
゛
コ
ぃ

一
λ
苔
諒
亨
賢
罰
鋼
ご
堅
回

こ

営
乖
〉
ぶ
堂
奪
回
刎
以
ざ
口
居

　
闘
司
略
記
一
よ
漏
泄
吸
霖
泌
妬
ツ

　
マ
ア
以
戈
ユ
呉
悪
弓
面
穴
糾

．
コ
？
コ
穴
苫
石
喚
絵
図
ダ
／
≒

　
年
別
徐
昌
添
田
０
苓
琳
．
登
磯
拓
、
剔

一
珊
Ｙ
圓
叫
（
琴
海
雁
善
低
脊
振
吊

Ｆぶ
箆
懇
烈
ご
刈
奮
碧
庖
晨
ｏ
ｊ
ズ

ご
了
告
啓
耳
苓
９
貧
首
吊
石
４

一

玖
玉
こ
頌
副
認
言
一
晋
ぶ
口

Ｉ
　
　
　

。
Ｇ
９
？
縮
写
ロ
イ
０
惣
岑

長
浜
ヨ
茫
上
メ
ｙ
海
ご
こ
ご
測

ぐ
○
コ
ロ
ー
罰
庶
回
０
剛
迂
昂
□

．
　
　
　
　
　
　
　
　
刄
胤
漂
箆

一
石
吟
屋
ぐ
阿
く
ぷ
苓
竺
ぞ
竺
で

　
　
　
、
コ
昌
孚
仔
県
謳
０
苓
碁

一
い
い

拓
φ
堕
戮
０
営
Ｓ
ｇ
ｔ
）

ぐ
兪
記
昌
趾
唇
ご
頷
票
雁
構
０

一
　
　
　
　
　
　
　
盲

’
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番

屋
ｏ
皆
濯
回
翁
穿
白
服
云

一
箆
湿
云
上
Ｔ
言
叩
諮
二
〇

ぷ
忽
農
コ
聊
甫
0
¥
R
1
1

J

　
S
R

M
C

M
r
i
M
J
M
M
4
4

一
可
・
浙
謡
こ
　
゜
壬
奘
引
況
タ
Ｊ

ド
０
至
昇
然
迄
雅
言
監
猫
　
０

一
　
　
　
　
ぶ
い

　
r
｛
G
&
＆
|
弓
恥
河
原
函
臆
３

。
Ｒ
宍
回
洵
バ
ロ
ダ
ロ
刹
え
陶
｝
９

享
阻
琢
仔
ｑ
ぞ
％
謔
君
謳
Ｉ
示
ぶ

ぶ
乙
浬
谷
本
回
謳
淋
&
y
l

e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
９
肆
尽
随

蒼
コ
冥
昌
碩
祠
昔
￥
０
昌
Ｍ
・
０
圈
拝

恚
具
論
印
行
＋
［
て
＋
ユ
＆
高
ユ

駄
賃
勁
蔓
ｏ
百
背
面
気
迫
孚

　
.
K
％
j
1
7
R
D
j
幄
謎
ず
Ｔ

ダ
ズ
国
漸
工
顎
趾
卯
吊
腿
望
ご
ｏ

卯
コ
宵
座
回
罰
弓
穴
ヤ
蛮
こ
Ｇ
ｑ

乖
万
考
全
員
穏
亘
ン
ヂ
烈
暦
零

漸
工
息
癩
一
派
壇
蛍
下
策
/
4
9
(
j

ぷ
ユ
ゴ
舛
弊
ご
痙
５
匍
伺
Ｍ
窓
千

圧
司
琴
趾
Ｔ
片
心
ｑ
・
い
諏
い

い
肩
玉
せ
兪
晦
亘
畏
語
唇
＠
以

０
こ
一
琢
照
蚕
死
面
資
蕪
（
ｙ
海

隋
暁
吊
こ
ゾ
虻
R
S
＆
K
4
c
‘
　
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
零
ｙ
ご
艇

雲
芯
目
府
硲
設
匈
コ
悲
這
箭
ハ

コ
ほ
薦
ざ
巾
０
囲
留
昏
忌
昏
諏

フ
ず
遥
面
疾
恪
〒
宇
」
０
？
コ

曼
諮
泄
玉
・
マ
貿
蝕
苛
察
公
一
・

大
胆
詐
言
ュ
ュ
ィ
想
到
辿
笙
ｏ
涙

一
こ
妬
呆
０
慨
屁
吊
回
墨
笛
罰

コ
？
玩
百
千
Ｒ
Ｑ
侭
（
‥
．
ｊ
一
ご
卯
ａ

ｑ
ｃ
ｃ
一
曇
最
善
匹
０
悲
ぷ
薪
ハ
ン

苓
穏
蕩
児
普
呉
須
唇
・
困
拝
旭
箭

コ
ら
尺
八
回
Ｒ
四
海
奮
０
監
ズ
バ

召
よ
ｙ
い
弓
豆
馮
5
2
鈍
聘
ｉ

り
阿
ヅ
ス
ム
Ｔ
迫
邸
怒
烈
石
携
ハ

ロ
営
こ
尽
な
み
刄
ゐ
才
で
京

　
’
認
さ
φ
渦
讐
毎
官
営
イ
疋
蔓

涼
筥
烈
一
『
￥
晋
穴
ｙ
ユ
畠
面
命
９

Ｖ
坦
閤
孤
匹
圧
琴
尿
」
ヽ
Ｒ
菱
帚

一
９
亦
部
面
「
呉
匠
n
卵
竹
篠

R
5
1
箔
葦
悶
潤
孤
箭
９
曇
祠
函

藍
で
圀
撒
妬
ｏ
労
岩
で
泰
毘

U

4
1
9
4
.
4
営
、
榜
畳
陥
節

迎
⑦
マ
コ
０
口
升
谷
・
９
り
宍
μ

耶
傍
証
包
己
矛
０
コ
ｙ
り
雍
乖

碩
昌
一
刀
四
回
虚
器
蒼
篆
￥
、
リ
乖

i
5
;
9
/
X
M
I
I
Q
:
(
1
9
r
i
巾
０
客
車
話
�
ユ

リ
マ
悲
乖
稀
泌
Ｇ
Ｊ
Ｊ
り
真
心

付
言
詰
ぷ
回
妬
心
・
琴
南
愚
図
扁

刻
庚
Ｍ
Ｏ
９
ｚ
郎
こ
兄
苔
ふ
、
回

顧
号
リ
ご
罰
俸
・
ｙ
一
別
呉
菊
ア
リ

涯
０
束
死
諧
声
縦
９
誓
雨
、
附

噺
『
告
煎
豆
瞬
慾
四
竹
ぶ
ｙ
９
９
随

コ
こ
千
圭
一
こ
珊
珊
殖
、
印
面
０
喜

￥
９
ま
左
右
／
ン
こ
９
賢
答
誄
詞

聊
、
ｙ
然
脊
礁
ぼ
こ
阻
兎
石
菖

套
回
収
悟
曼
肖
栄
辱
０
岑
墨
画

別
圃
詣
忌
鳶
・
薪
ハ
、
測
９
ジ
ぶ

夭
温
無
音
字
フ
士
０
口
硲
‥
．
、
？

　
　
　
　
　
゜
零
ぃ
ら
女
声
拠
一
回
顧

０
３
Ｓ
ｔ
ｌ
墨
％
1
7
G
¥
a
r
W

9

コ
怒
苛
一
り
マ
マ
コ
ｃ
ａ
マ
忿
顎
碧

唇
夥
策
寅
冨
隠
パ
ロ
ど
ｙ
｀
ぶ
ざ

り
忌
晋
i
M
｝
崇
「
附
努
・
諭
旨
、
阻

ｙ
ｌ

ｉ

ｃ
Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
ｌ

ｙ
ｌ

１

Ｍ
１

１

＆
Ｉ
Ｑ
ｉ
ｑ
７
ｓ
ａ
ｌ
。
１

マ
い
阿
唇
低
価
組
穴
ｙ
９
９
伺

ｃ
［
延
引
回
比
コ
ご
］
ど
≒
∃
Ｑ

ｙ
。
一
‘
０
そ

、

切
言
言
言
芯
ぷ
国
目
ユ

み
ぞ
試
岳
折
紛
聊
蓋
尽
座
国
郷
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
4
1
＆
y
　
　
　
　
‾
j

％
’
辻
膀
唇
や
壁
汽
マ
亡
回
コ
ホ
奮

ユ
い
畷
図
録
９
漂
溜
涙
八
訟
こ

そ

。
認
証
弘
坦
ィ
フ
酋
誤
認
西

国
鄙
讐
安
房
顔
ご
旧
記
ｏ
λ
以
Ｉ

振
ユ
。
冊
恐
男
岑
丿
淳
零
蜀
亡
尽

コ
告
ｍ
剥
り
塚
穴
ま
賢
島
０
宣
Ｍ
圖

涙
乙
鋼
邨
了
べ
乍
出
'
ｈ
％

　
　
　
゜

ｊ
誓
瞳
迂
百
苦
勁
5
1
石

:4
ｏ
フ
涵
扁
ｂ
脊
亡
ミ
な
原
ム

ー
ダ
懇
汐
ｏ
堕
只
ィ
ヅ
ぞ
・
Ｉ
々
ｏ
劈
ム

罰
刎
ぶ
百
り
仁
ダ
コ
・
い
茫
酒

０
茫
写
♀
Ｙ
聘
？
治
聡
罰
則
嚇
U

%
０
固
副
比
官
然
岑
嶮
乙
ぢ
恥

７
ブ
〒
ｙ
・
善
固
作
ぶ
・
一
ご
φ

、
・
辱
奮
司
そ
‥
好
日
応
沢
ご
と
に

　
　
　
　
　
　
　
゜
９
り
ご
屏
ぶ
蘇
奮

以
ら
瓦
西
征
片
弓
？
コ
ｃ
Ｏ
ィ
９

9
恐
蜀
ご
灸
融
丞
砥
目
尿
雨
漸

報
ぢ
￥
箆
碩
拓
ヱ
一
匹
Ｉ
ダ
、
収
罪

?
|
谷
］
そ
コ
ユ
息
屋
江
沼
０
繁
雄

皆
琲
０
コ
罰
回
フ
一
才
辻
ユ
り
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
Ｃ
矛

９
忿
侈
φ
営
と
９
湯
雁
丿
昶
固

・
ぽ
『
ｉ
雄
蒼
坦
弓
図
回
別
圓

刈
峯
・
暇
ハ
φ
』
万
一
？
察
９
９
征

印
濯
苑
池
京
｀
石
ユ
昌
謳
息
ら

硲
一
膀
苔
こ
壁
塁
謳
繁
排
２
滋
Σ

c
&
o
e
4
y
d
O
M
;
r
D

4
/
N
;
9

堡
惑
器
亘
昆
吾
不
２
賢
７
既
賑

雨
宮
両
容
易
岑
海
琴
片
９
脚
鮮

０
晋
ご
一
沢
ヱ
ゥ
命
口
”
一
琴
硲
菖

c
M
g
J
j
r
¥
弄
凛
面
呵
ハ
M
y

ロ
司
拡
一
　
・
図
蕊
ユ
蜃
言
遥

剔
箭
乙
幻
一
り
ち
疸
７
一
ぷ
ジ
ン

レ
ジ
回
答
恋
歌
八
、
心
才
｀
″
戸
谷

マ
鎧
塁
弓
箭
八
品
詞
泗
荒
海
０

焉
ご
φ
・
ｊ
／
Ｚ
〒
出
、
斎
惣
姿

　
゜
召
亘
雲
居
嫌
忌
ぶ
「
漸
仔
僧

団
恕
雫
海
面
」
焉
豆
Ξ
懸
ぶ
卯

巾
箭
ハ
０
魁
Ｍ
バ
こ
ダ
砿
W
9
r
D

司
コ
趾
フ
Ｆ
所
有
乙
ヽ
鰯
営
営

j
r
F
J
＆
官
邸
圖
鰍
髭
毘
緑
玉

苧
滝
‥
画
一
恥
ぶ
司
～
質
店
回
禄

０
駅
懇
志
海
国
一
八
仔
犬
を
Σ

ｑ
班
低
で
ハ
ぶ
ヱ
ダ
み
惑
Ｉ
こ
ご
当

憚
l
y
j
7
0
K
g

y
M
y
M

　
　
　
　
　
　
゜
ｃ
矛
９
忌
屁
う
受
り

”
ご
９
毎
暦
胴
曾
実
昭
町
恣
訟

巾
０
沓
圖
５
Ｍ
ｊ

Ｈ
３

。
１
９
４
＆

コ
萱
Ｍ
／
笠
河
口
孝
徊
琢
９
ィ
コ
０
コ

　
・
コ
Ｊ
？
溥
ぶ
り
荼
ｃ
ぶ
リ
ー
９
享

雷
夢
Ｚ
腔
丿
蚕
渚
溺
目
０
暫
尽

ぶ
９
万
力
司
経
‘
疆
房
″
「
ｍ
印
印

ぶ･'｀==゛-･･j

.｀‰4i=:‘
“4j“レ､...

S
r
"
~
!

-

　〃｀･

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
９
９
’
呵

豺
海
温
厚
忿
帰
雁
ご
淳
９
筑
屁

尽
但
’
‐
Σ
拓
、
Ｇ
い
フ
φ
一
９
ぶ
萄
孝

倣
箆
蕊
、
‐
’
一
４
息
Ｉ
咽
剔
碧
な

い
、
罰
ぷ
以
９
イ
「
受
手
砺
可
ぶ

Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
ｎ
：
Ｍ
ｈ
ｏ
Ｍ
Ｗ
¥
Ｎ

定
認
坦
ま
禰
測
ａ
ｊ
・
亡
（
返
俯
鴎

印
趾
ｔ
代
個
蓄
巾
剔
冶
ど
コ
僻
勝

　
、
迎
弓
回
答
［
憲
５
漢
見
芸

玉
ｏ
塹
漿
埓
弓
乖
慰
尽
忠

ュ
気
イ
圃
瑠
０
憲
一
恥
態
鯖
薪
／
ハ
剔
９

＆
。
兌
寄
笞
讐
証
右
左
０
当
圧

μ
三
石
９
９
９
μ
９
ュ
Ｑ
？
ｏ
啄

み
諮
所
召
示
ュ
ユ
ぶ
斎
服
７

　
　
訟
石
回
欠
影
珊
？
壽

蒼
訟
好
江
と
＆
９
応
答
・
・
Ｇ

？
膏
一
一
・

φ
９
ユ

バ C ヽa 　S?

。｡l

盆

｀　ﾐ-J

こ
ぬ
こ
票
面
巾
ｏ

今
犯
ぞ
昌
・
ご

剔
い
戻
ｏ
前
付
亙
�
蜜

　
゜
９
可
諭
７
Ｔ
士
別

｀
兌
脊
訟
要
石
ど
マ

一
河
ｘ
ａ
盾
一
泰

奪
濡
酋
２
・

奪
八
〇
珊
複

゛
幻
苫
器
可
一

/
-　皿 賜則　Ｈ§Ｈ

e
7
r
l

l
l
a
l

？
９
い

装
」
ｙ

&
￥
1

M
C
2
1

圈
添

レ
ら
ぬ

刈
畜
て

「
警

　
゜
９

々
僻

李
孤
［

四
声 篇

へ

蜀哨箆楊
?9?90T家畜晨柵　0£加－99S濯琳
TO&収７ｒ溜09T－9励疸図汲塀

いc4店ﾏ油叫:ふ革府中
斟万頃旧号街ヽ.埓コ耀暴

Ｓ
Ｏ
Ｏ
一
一
｀
一
鴎
一
妥
・
肺
￥
Ｍ
■

ｓ
０
８
ヤ
・
陳
９
９
巾
■

Ｓ
Ｏ
９
８
・
陳
￥
回
議

Ｓ
Ｏ
８
６
・
い
￥
問
�

４
１
１

１
Ｓ

凛
S
6
M
H
9
4
;
n
l
＋

'
4
9
9
1
.
0

4
S
i
:
i
i
:
t
l
l
4
＋

ｊ
Ｓ
　
Ｅ
Ｉ
Ｅ

コ
吻
・
？
・
？
・
聊
￥
莉
鳶

漸
一
場
裂
娶
一
冊

S

S
y
r
¥
#
:
l

癖
聯
珊
珊
田
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｑ
ｚ
４
ｙ
=
ｒ
４
‐
ｓ
ｎ
ｚ
．
４
‐
ロ

巾
賢
答
特
／
岑
ｍ
列
雷
ぞ
可

毎
添
‰
恋
匠
　
聊
／
一
口
回
　
Ｈ
Ｏ
（
ｐ
・
一
騨
播

□
卯
恵
亘
苔
海
惣
夥
留
尨

密
爵
□
廠
雁
０
聡
彦
鴎
＆
回
腸

原
告
疸
□
汗
－
谷
ヨ
ル
ー
乙
一

⑦
卯
真
竹
よ
乙
‥
一
・
’
こ
石
八

ダ
石
諧
消
口
９
剛
ｏ
亮
一
・

「
ペ
レ
乞
分
冊
○
三
　
Ｗ
ざ
円
士
□

岬
脇
ｏ
９
週
、
諮
醤
石
原
を

　
毎
齢
０
。
ペ
レ
趾
竺
昌
翔
鋸
圖

r
r
4

s
J
I

川
ロ
ホ
㈲
Ｙ
印
面
伊
ダ
冰
能
　
一
一
６
卯
冑
．
？
ヨ
叫
０
易

□
涯
聚
扁
涵
添
繋
言
今
郊
遠
　
　
　
　
　
　
　
　
．

日
０
９
６
・
竹
筒
�
　
S
U
U
n
　
　
　
　
　
％
問
芯
っ
り
尽
振
飛
気
屁
雲
樫
可
恕
柔

＜
孵
匿
０
回
蜃
〉
μ
「
ベ
レ
公
吏
昌
昂
醍
彫
ご
７
ぃ
コ
雪
原
誠
司
。
一
ぃ
ｃ
孔
日
き
曇
尽
畜

ホ
肆
ぢ
叫
尉
コ
零
匹
９
ヨ
ひ
冥
想
凧
碍
好
一
万
と
‥
Ｚ
匯
ほ
９
�
暑
帰
洛
茲
９
昌
司

x
v
N

｡
/
x
7
d
y
N
Q
x
y
･
¥
J
M
t
M
m
c
m
R
;
n
¥
4
c
n
y
…
c
w
M
う
孚
誼

ｍ
ｏ
ブ
忙
・
好
岩
参
白
石
ヅ
ツ
ｃ
ｃ
Ｑ
（
蜷
マ
）
御
暇
一
）
〈
凋
策
〉
９
ぶ
治
荒
屋
「
砂
石
聊

○
苧
豺
囲
￥
」
上
少
Ｚ
じ
よ
・
勁
烈
栄
畜
天
嶮
限
器
〇
Ξ
９
回
照
器
ご
ぶ
「
ペ
レ
と
コ
。
ぶ

？
乖
毒
克
昌
男
古
ぷ
対
物
〇
￥
お
個
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．
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一
ご
り
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９
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一

匍
経
済
の
紳
は

的
に
物
の
生
涯

。
い
る
。

は
一
九
六
七
年

七
％
、
二
十
六

街
に
流
れ
、
ま

の
低
貧
金
出
罹

て
い
る
。
七
％

ア
メ
Ｄ
訪
の
失

も
五
％
を
越
え

計
の
と
り
か
た

が
、
資
本
主
義

畢
な
失
業
者
率

Ｗ
要
と
供
給
の

冤
変
動
的
様
相

賢
者
が
吸
収
さ

り
す
る
、
と
い

・
一
一
て
い
る
の
で

一
一
‥
お
よ
ぴ
今
度

緊
一
の
事
態
の

ｔ
の
と
し
て
。

・
ポ
ー
ラ
ン

忌
し
た
諸
国

尤
で
い
る
の

き
っ
の
特
徴

芒
く
、
貿
易

｀
ど
東
欧
各
国

ご
の
貢
献
度
を

釜
妾
な
指
標

ｙ
。

タ
ド
は
ま
だ

忿
が
、
チ
ェ

廻
あ
る
回
度

一
る
と
い
う
大

分
型
に
接
近

｝
の
こ
と
は
同

一
東
欧
諸
国
の

熹
外
国
貿
易

獅
合
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
。
士

　
こ
れ
ら
二
つ
の
特
徴
の
巾
に
ノ
連
・

東
歌
劈
貿
〒
こ
パ
に
お
い
て
は
西

ド
イ
ツ
を
先
頭
に
、
極
東
に
お
い
て
は

日
本
を
先
頭
に
貿
易
恪
貧
を
飛
靉
的

に
高
め
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ど
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
お
う
と
Ｔ
る
か
と
い
う
一

つ
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的

に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
フ

　
六
十
八
限
Ｔ
ご
事
荏
「
経
済
の

ぶ
。
に
に
ご
、
ノ
こ
ン
に
て
７
印
に
籾
Ｕ
一
一

け
ら
れ
て
い
る
現
状
を
打
破
し
た
い
と

い
う
衝
動
に
回
ご
歩
駆
ら
れ
て
い

る
。

　
東
欧
諸
国
に
と
っ
て
は
優
秀
な
西
ド

ィ
ソ
の
機
械
工
業
と
の
交
易
が
現
実
に

年
々
徐
々
に
増
大
し
て
い
る
。
　
＼

　
以
上
の
よ
う
に
事
実
と
し
て
、
総
体

的
な
帝
国
主
義
誦
国
を
支
配
的
中
心
と

し
た
世
界
市
場
へ
の
調
和
、
屈
服
の
過

拶
は
、
コ
メ
’
コ
ン
内
部
の
不
平
等
な
交

換
か
ら
平
等
な
交
換
へ
と
い
う
過
程
で

あ
り
、
こ
れ
が
自
由
化
政
策
と
し
て
表

現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
先

述
し
た
よ
う
に
ノ
連
・
東
欧
圏
の
経
済

改
革
の
重
要
な
願
と
し
て
、
企
業
の
成

績
評
価
の
指
標
と
し
て
の
企
業
利
潤
が
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底
流
に
あ
る
労
働
者
権
力
の
志
向

　
借
主
プ
ン
ド
に
お
い
て
は
反
フ
プ
ソ

ズ
ム
の
闘
い
に
お
い
て
果
し
た
役
割
の

ゆ
え
に
現
在
も
カ
ト
ｎ
‘
ク
．
夕
教
会
の
活

動
は
聡
論
政
治
的
な
活
動
は
禁
止
さ

れ
て
は
い
る
が
国
民
の
大
多
数
は
カ
ト

Ｊ
‘
ッ
ク
信
者
と
さ
れ
て
い
る
）
活
発
で

あ
り
、
ま
た
ノ
連
・
東
欧
圏
で
は
最
大

の
非
マ
ル
ク
ス
言
震
発
で
あ
る
懇

談
民
党
妥
員
三
十
六
万
匠
千
人
国
会

議
員
百
十
七
百
が
、
驀
進
の
八
五
％

基
赳
に
活
動
し
て
い

国
家
握
力
の
最
高
価

員
四
百
六
十
名
の
器

と
竺
労
働
者
党
憾

‐
絶
対
多
政
を
占
め
て
｀

民
党
百
十
七
名
、
墨

・
技
術
者
が
主
体
こ

属
ヘ
カ
争
ｎ
恥
ク
所

立
場
を
表
明
ｙ
四
宮

な
っ
て
い
る
ず

　
　
・
・
　
　
　
　
Ｉ
￥

ij

ン

ド

・
国
会
議

を
み
る

五
名
で

・
の
、
鱗

ン
テ
リ

、
、
無
所

野
党
的

東
欧
圏

Ｊ
東
西
協
調
‘
に
抗
す
る
反
乱

　
こ
の
よ
う
に
社
会
、
政
治
構
成
が
多

様
な
上
に
、
現
在
の
統
一
労
働
者
党
内

郎
に
は
次
の
よ
う
な
三
潮
流
が
存
在
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
Ａ
　
　
民
族
右
派
－
パ
ル
チ
ザ
ン
派

　
　
　
　
Ｉ
モ
チ
ャ
ル
派

　
Ｂ
　
　
民
族
左
派
１
中
間
派
ム
’
ス

　
　
　
　
ル
カ
派

　
ｃ
　
　
膜
ヅ
派
－
国
際
派
土
工
レ

　
　
　
　
ク
、
ヤ
ロ
シ
ェ
ビ
ぶ
ノ
盲

　
　
　
　
想
’

　
Ａ
は
市
と
し
て
義
民
、
奥
村
に
ヽ
Ｂ

は
主
と
し
て
官
僚
、
都
市
イ
ン
テ
ペ

小
市
民
に
、
Ｃ
は
丈
と
し
て
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
暗
に
労
働
者

階
級
の
利
害
を
今
回
的
に
担
う
党
派
の

形
成
が
緊
要
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
次
反
乱

に
お
い
て
グ
ダ
ニ
ス
ク
に
お
い
て
も
シ

チ
ェ
チ
ン
に
お
い
て
も
統
一
労
働
者
党

本
部
が
警
察
本
部
と
と
も
に
焼
打
ち
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ポ
土
フ

ン
ド
労
働
者
の
政
治
的
状
況
を
凝
縮
的

に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
宋
さ
に
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、

か
つ
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
に

忠
実
な
役
割
を
演
じ
て
東
欧
圈
全
体
の

と
り
ま
と
め
的
任
務
を
負
っ
て
き
た
ゴ

ム
ル
カ
の
没
落
は
俎
上
フ
ン
ド
の
み
な

ら
ず
、
東
欧
・
ノ
連
指
導
耶
へ
の
波
及

拡
大
も
考
え
ら
れ
る
内
容
を
も
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
か
っ
て
、
ソ
迪
・

東
欧
ス
汐
大
豆
ス
ト
官
僚
は
総
力
を

あ
げ
て
こ
の
ポ
土
フ
ン
ド
労
働
者
の
革

命
的
反
乱
の
抑
圧
を
試
み
た
の
で
あ

る
。

　
し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に
コ
国
社

会
主
義
」
に
荼
く
コ
メ
コ
ン
体
制
の
全

的
動
揺
と
、
‐
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
一
元
支

配
か
ら
各
国
資
本
主
義
の
激
烈
な
競
争

と
一
方
で
は
革
命
勢
力
に
対
抗
す
る
団

結
と
調
和
に
向
う
世
界
資
本
主
義
の

　
「
市
場
拡
大
」
の
政
治
的
表
現
と
し
て

の
「
東
西
の
対
話
」
の
進
行
汲
ド
イ

ツ
・
ボ
土
フ
ノ
ド
は
つ
い
に
三
十
年
ぷ

り
に
十
二
月
七
日
に
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ

七
の
国
境
問
題
を
解
決
し
、
国
交
回
復

に
進
ん
ぢ
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
状

況
は
帝
国
主
義
的
世
界
市
場
の
再
編
成

の
過
程
に
ノ
連
・
東
欧
圏
を
ま
き
込
ま

ん
と
す
る
過
渡
的
段
階
に
お
い
て
、
そ

の
破
壊
的
な
影
響
に
媒
介
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
チ
ェ
ロ
に
お
い
て
は
そ

の
影
響
に
総
体
的
に
昭
服
す
る
も
の
と

し
て
刃
「
自
由
化
」
　
「
民
主
化
」
　
へ
そ

の
中
に
は
現
体
制
を
否
定
す
る
積
極
的

な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め

る
が
）
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
俎
上
フ

ン
ド
に
お
い
て
は
、
そ
の
影
響
へ
の
抵

抗
と
し
て
の
労
働
者
の
反
乱
が
傷
発
し

た
の
だ
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
こ
の

労
働
者
決
起
は
ｙ
連
・
東
欧
圏
ス
タ
ー

Ｊ
ニ
ス
ト
官
僚
支
配
に
対
す
る
革
命
的

反
乱
の
質
を
秘
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
通
し
て
全
世
界
の
闘
う
人
民

と
の
連
帯
と
団
結
を
換
起
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
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